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人口調べ
( 昭和47年3月1日現在)
世 帯　186, 240　
男　301, 961
女　291, 546　

計　593, 507　
( 前月より962人増)

四
月
六
日
～
十
五
日

春
の
交
通
安
全
運
動

歩
行
者
の
事
故
防
止

と
く
に
新
入
学
児
童
や
幼
児
に
重
点

今
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
「
眷
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
と
し
も
相
変
わ
ら
ず
、
悲

惨
な
交
通
事
故
か
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
区
で
も
「
生
酒
翼
境
の
整
備
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
道
路
の
聾
備
・
交

通
安
全
施
設
・
4

路
施
設
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事
故
を
な
く
す
に
は
、
こ
れ
ら
交
通

安
全
施
設
対
篤
と
と
も
に
、
区
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
う
し
た
ら
事
故
を
な
く
せ
る
か
考
え
爽
行
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ご
家
庭
や
職
場
で
も
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

四
十
六
年
中
の
区
内
の
交
通
事
故
発

生
状
況
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
区
内
で
最
も
事
故
の
多
い
遭
路

は
、
日
光
街
遭
で
、
以
下
環
状
七
号
線

・
王
子
金
町
線
・
旧
日
光
街
道
・
花
畑

街
道
な
ど
の
順
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
区

内
に
は
、
狭
い
裏
通
り
が
多
く
あ
り
、

幹
線
道
路
の
混
雑
を
避
け
て
、
は
い
っ

て
く
る
車
の
た
め
の
事
故
が
目
立
っ
て

ふ
え
て
い
ま
す
。

事
故
発
生
件
数
は
2
3
区
中
第
三
位

昨
年
中
に
区
内
で
起
き
た
交
通
事
故

件
数
は
、
二
千
七
百
七
十
四
件
で
二
十

三
区
中
第
三
位
。
こ
れ
に
よ
る
死
傷
者

は
三
千
七
百
二
十
二
人
で
、
う
ち
死
ん

だ
大
四
十
九
人
、
重
傷
者
は
四
百
五
十

二
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
全
都

共
通
の
も
の
と
し
て
、
歩
行
者
事
故
、

と
く
に
こ
ど
も
の
事
故
防
止
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
、
区
独
自
に
「
裏
通

り
に
お
け
る
事
故
防
止
」
を
加
え
ま
し

た
。四

十
六
年
中
の
都
内
に
お
け
る
、
こ

ど
も
の
事
故
被
害
者
は
、
死
者
百
五
人
-
-

・
重
傷
者
千
三
百
(
十
六
人
・
軽
傷
者

一
九
千
六
百
一
人
の
計
一
万
一
千
九
十
二

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、

全
事
故
被
害
者
の
う
ち
、
こ
と
も
が
占

め
る
劃
合
は
一
四
・
八
%
と
な
り
、
歩

行
者
事
故
だ
け
に
つ
い
て
見
る
と
、
約

半
数
は
、
こ
ど
も
の
事
故
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

次
に
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の
特
徴

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

▽
約
半
数
は
幼
児
の
事
故

▽
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
た
が
、
一
日

中
で
一
番
忙
し
い
午
後
二
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
に
、
全
体
の
約
四
〇
%

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す

▽
幼
児
の
事
故
の
約
三
五
%
は
保
護

者
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
時
に
起
き
て

い
ま
す

道
路
上
で
、
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る

こ
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、

学
校
・
幼
稚
園
な
ど
と
、
よ
く
連
絡
を

と
り
徹
底
し
た
教
育
を
行
な
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
車
を
運
転
す
る
と
き
、
道

晧
を
歩
く
と
き
、
ど
う
ぞ
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
瞬
の
無
理
と
油
断
が

事
故
の
も
と

道
路
を
歩
く
と
き

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
遠
回
り

で
も
、
必
ず
横
断
歩
道
や
横
断
歩

遺
構
を
渡
る

▽
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
左
右
を

確
か
め
、
右
手
を
あ
け
る
な
ど
、
運

転
者
に
(
'
キ
リ
合
図
す
る

▽
な
な
め
横
断
や
横
断
禁
止
鳩
所
で
の

横
断
は
し
な
い

車
を
運
転
す
る
と
き

▽
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断
し
て
い

る
と
き
は
、
検
断
歩
遭
の
手
前
で
必

ず
一
時
停
止
す
る

▽
交
差
点
・
横
断
歩
道
の
付
近
で
は
、

追
い
抜
き
、
追
い
越
し
を
し
な
い

▽
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

▽
ジ
グ
ザ
グ
運
転
や
割
込
み
運
転
は
絶

対
に
し
な
い

▽
澑
を
飲
ん
だ
ら
連
転
し
な
い

自
転
車
に
の
る
と
き

▽
道
路
は
左
側
を
一
列
に
走
る

▽
二
人
乗
り
や
片
手
(
ン
ド
ル
で
乗
ら

な
い

▽
大
き
な
、
重
い
荷
物
は
積
ま
な
い

裏
通
り
で
の
事
故
防
止

▽
裏
通
り
で
は
、
道
路
標
識
に
特
に
気

を
つ
け
、
安
全
速
度
や
除
行
を
守
る

▽
買
物
中
、
幼
児
に
は
十
分
気
を
配
る

▽
裏
通
り
で
の
自
助
車
の
不
正
駐
車
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い

特
に
お
母
さ
ん
が
た
へ

▽
歩
車
道
の
区
別
か
な
い
道
路
は
必
ず

右
側
を
歩
き
、
幼
児
づ
れ
の
と
き
は

背
負
う
か
、
右
手
で
手
を
つ
な
き
、

車
の
通
ら
な
い
側
を
歩
か
せ
る

▽
ゲ
タ
や
サ
ン
ダ
ル
を
避
け
、
な
る
べ

く
靴
を
は
か
せ
る

▽
右
側
歩
行
を
習
慣
づ
け
る

▽
こ
ど
も
の
道
路
へ
の
と
ぴ
だ
し
は
、
絶
対

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

横断歩進を渡る畤は手をあげましょう

愛
の
献
血

四
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
四
日
(
火
)
足
立
区
青
年
館

▽
五
日
(
水
)
第
十
七
出
張
所
分
室

▽
十
(
日
(
火
)
千
寿
第
三
小
学
校
'

▽
二
十
日
(
木
)
竹
ノ
塚
駅
東
口

▽
二
十
四
日
(
月
)
江
北
小
学
校

▽
二
十
八
日
(
金
)
北
千
住
駅
西
口
　

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

。

古い写真を

お貸しください

区
の
お
知
ら
せ
三
月
号

で
、
古
い
写
真
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
と
掲
載
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
ま
だ
次
の
よ
う
な

写
真
を
さ
が
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
広
報

祖
当
の
職
員
が
お
宅
へ
お

伺
い
し
ま
す
。

○
昭
和
初
期
の
鹿
浜
・
綾

瀬
・
舎
人
・
宮
城
地
区

の
様
子
が
わ
か
る
写
真

○
足
立
区
の
戦
災
関
係
の

写
真

○
そ
の
ほ
か
、
足
立
区
に

関
し
参
考
と
な
る
写
真

な
お
、
写
真
採
用
の
方

に
は
配
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

連
絡
先
=
区
役
所
広
報
(

内
線
七
一
一
～
七
一
三
)

総額257億950万円

昭
和
4
7
年
度

足
立
区
予
算
決
ま
る

教
育
セ
ン
タ
ー
を
建
設

昭
和

四

十

七

年

度

の
足

立

区

予

算

が

、
去

る

三

月

三

十

日
の

区

塋
'

本

会

議
(

昭

和

四

十

七

年

第

一
回

定

例

会
)

で

嶬
決

さ

れ

ま

し

た

。

予
算
総
額
(
一

号
補
正
を
含
ひ
)

二
百
五
十
七
億
九

百
五
十
万
一
千

円
、
内
訳
は
、
一

般
金
計
…
二
百
十

一
二
億

四
千

百

四

十

六

万

六
千

円
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
…
四
十
一
億

六
千
七
百
六
十
三
万
五
千
円
　
用
堵
特

別
会
計…
二
億
四
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
度
の
そ
れ
と
比
較
し

ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
、
四
十
三
億

五
千
十
六
万
七
千
円
の
増
、
二
五
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
示
し
、特
別
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
で
は
、
四
十
九

偬
(
千
六
百
三
十
一
万
一
千
円
の
増
、

二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ
を
示
し

て
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
四

十
一
年
度
か
ら
推
し
進
め
て
い
る
「
区

政
三
本
の
柱
」
で
あ
る
牛
瓸
環
境
の
整

備
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
社
会
緬
祉

の
充
実
を
中
心
に
、
こ
と
し
も
組
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
整
備

十
八
僮
七
千
七
百
七
十
六
万
六
千
円

□
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
や
歩
道
新
設

な
ど
の
交
通
安
全
対
策
に
…
一
億
六
千

(
百
六
十
七
万
五
千
円
　
□
路
面
補
修

や
道
路
拡
幅
な
ど
の
遭
路
整
備
上
(
億

四
千
二
百
万
円
　
□
私
遭
整
備
上
億

七
千
五
百
万
円
　
□
公
共
溝
渠
改
良
…

三
億
円
　
□
排
水
場
整
備
上
億
円

□
公
圜
新
設
改
良
二
億
九
千
五
百
十

八
万
九
千
円
　
□
緑
化
植
樹
土
(
千
百

五
十
万
円
□
大
震
火
災
防
止
対
策…
一

二
千
二
百
六
十
三
万
七
千
円
-

な
ど

■

青

少

年

の

健

全

育

成
　

三
十
五
億
九
千
三
万
八
千
円

□
教
育
セ
ン
タ
ー
碑
設
や
区
立
小
・
中

学
校
の
新
増
改
築
(
小
学
校
新
設
三
校

・
増
改
築
二
十
三
校
、中
学
校
斬
設
)

校
・
増
改
築
六
校
)
な
ど
、教
育
施
設

の
整
備
…
二
十
九
億
七
千
(
百
三
十
万

(
千
円
　
□
児
童
や
生
徒
の
就
学
援
助
…

四
億
五
千
九
百
二
十
(
万
九
千
円
　

□
児
重
遊
圜
の
新
股
改
良
…
一
千
万
円
　

□
子
ど
も
の
広
場
設
置
…
三
百
十
一

万
二
千
円
　
□
児
童
・
生
徒
等
の
保
艙

対
策
…
七
千
三
百
九
十
七
万
五
千
円
　

□
図
書
館
等
の
図
一
充
実
、区
民
ス
ポ

ー
ツ
教
室
等
社
会
教
育
・
社
会
体
育
の

充
実…
主
千
三
百
九
十
九
万
五
千
円
-

I
な
ど

■
社
会
福
祉
の
充
実

四
十
五
億
八
千
六
百
二
万
二
千
円

□
生
業
賢
金
貸
付
…
一
千
五
百
十
七
万

七
千
円
　
□
老
人
無
料
入
浴
券
支
給
や

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
宅
に
非
常
ベ
ル

取
付
等
老
人
福
祉
の
充
実
…
七
百
三
十

七
万
円
　
□
保
育
園
建
般
や
児
童
手
当

の
支
給
な
ど
、児
童
福
祉
の
充
実
主
(

億
三
千
七
百
四
十
(
万
円
　
□
生
活
保

護
等
扶
助…
三
十
九
億
二
千
二
百
七
十

万
三
千
円
-

な
ど

■
そ
の
他
区
民
サ
ー

ビ
ス
等

十
億
四
千
四
百
七
十
一
万
`
円

□
電
子
計
算
機
に
よ
る
事
務
機
械
化
…

(
千
七
十
四
万
三
千
円
　
□
道
路
台
帳

盤
備
…
七
千
(
百
二
十
八
万
九
千
円
　

□
特
別
区
債
の
元
利
償
還
・
人
億
四
千

八
百
二
十
四
万
七
千
円
　
□
中
小
企
業

融
資
…
一
千
四
百
九
十
(
万
三
千
円
　

□
消
費
者
展
開
催
…
三
十
万
三
千
円
　

□
駅
構
内
広
報
ス
タ
ン
ド
設
置
等
広
報

の
充
実
…
二
百
四
十
(
万
一
千
円
-

な
ど一

般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
四
十
七
年
度
予
算
の
く
わ
し

い
脱
明
は
、
「
予
算
特
集
号
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昭和47年度足立区一般会計予算( 第1号補正予算を含む)

～
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室

絵
画
教
室

竄

猥
画
(
六
薩
聞
)
)

四
月
(
日
(
土
)
・
二
十
二

日
(
土
)
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

材
料
費
一
回
二
百
円

六

義
圜
前
に
集
合

音
楽
戦
塵
{
コ
ー
ラ
ス
}
四
月
九
日
(
日
)
午
前

十
時

生
花
教
室
{
古
流
}
四
月
十
四
日
(
金
)
午
前
十
時

材
料

費
二
百
円
(

サ
ミ
・
雑
巾
持
参

鑾
S
i
{

か
ぶ
と
の
押
絵
}

四
月
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

材
料
賢
千
五
百
円
(

サ

ミ
・
目
打
・
糊
・
ふ
き
ん
持
参

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
敦
塵
{
き
つ

ね
}
四
月
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

材
料
費
三
百
円

羹

容
戦
塵
{
美
容
体
操
}
四
月
二
十
日
(
木
)

午
前
十
時
(
体
操
し
や

す
い
服
装
で
)
S
I

童
{
日
本
古
典
文
学
の
系
譜
(
連
歌
か
ら

俳
釐
)

》
四
月

二
十
一
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

茶
遭
教
塵
{

茶
席
の
お
作
法
}
四
月
二
十
一
日
(
金
)
午
前
十
時

七
宝
焼
教

皇
《
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
ー
プ
ロ
ー
チ
ほ
か
}
四
月
二
十
六
日
(
水
)
午

後
一
時

材
料
費
五
百
円

折
紙
戦
塵
{
五
月
の
か
ぶ
と
}
四
月
二

十
七
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

四
月
十
汳
日

(土
)
午
後
一
時
三
十
分

申
込
み
は
、
五
日
か
ら
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
一

一
〇
　
　

八
八
九
-
一
四
八
一

■
天
文
教
室
(
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)
　
低
学
年
向
-
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
三
時
か
ら
　
高
学
年
向
-
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

※
天
文
ク
ラ
ブ
員
募
集

■
新
入
学
児
童
お
祝
い
会

四
月
九
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

映
画
・
お
は
な
し
・

ゲ
ー
ム
な
ど

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
こ
ど
も
映
画
会

四
月
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
-
ペ
ン
ギ
ン
の
記

録
・
白
い
罵

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

毎
週
水
・
土
皿
日
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
一

二
　
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
こ
ど
も
映
画
会

四
月
九
日
(
日
)
…
小
鹿
の
太
郎
ち
ゃ
ん
・
町
を
か
つ
い
で
き
た

子
四
月
十
六
日
(
日
)
…
コ
ロ
と
ピ
'
ン
太
の
お
て
が
ら
・
か
ら

す
物
語
　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

■
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
・
木
曜
日
午
後
二
時
か
ら
　
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

□
千
住
区
民
権
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
四
-
一
　
電
八
八
一
了
二
七
六
五

■
こ
ど
も
映
画
会

四
月
九
日
(
日
)
…
ふ
し
き
な
に
し
き
織
　
四
月
十
六
日
(
日
)
…

夢
を
見
る
人
形
・
お
か
し
な
お
か
し
な
星
の
国
・
カ
ミ
ナ
リ
ゴ
ロ
'

ぺ
　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
老
人
の
た
め
の
映
画
会

四
月
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
…
お
如
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
　
　

〔
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
一
日
は
休
館
日
で
す
〕

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
お米の販売方法が
変わります

今まで
、物価統制令によって

規制されていたお米の
統制
が廃

止され
、四月
】日から自由価格

制となりました
。

しかし
、急に野放しにすると
、

米屋さんのいいなりになって
値

段が高騰するおそれがあります

ので
、業者は店頭に必ず
I〇″
Q

につ
き
I
'
千五百二
十円
前後の標

皐価格米をおいて
版売しなけれ

ぱなりません
。こ
れによって
消

費者は品種と値段を吟味して
、

それ柤当の
値段がついているか

どうかを謌ぺるこ
とが
で
き
ま

す
。また今までお米を亮るという

ことには厳しい規制がありまし

た
が
、今後は区役所に申請して

都から肝可
を得れ
ば
、新たに米

の販兇をすること
がで
きます
。

ま
た
お
米
屋
さ
ん
の
営
業
区
域
も
拡

が
り
、
隣
接
区
ま
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
I
つ
措
置

に
よ
っ
て
、
業
者
を
ふ
や
し
、
各
家
庭
で
は
、
す
き
な
米
屋
さ
ん
か
ら
、

や
す
く
て
お
い
し
い
お
米
を
選
ん
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

母子にミルクを支給

区で
は
、妊産婦の
方へ
紛ミル

クまたは生牛乳
を支給していま

す
。

資
格
=
生
活
保
寝
世
帯
・
住
民
税
(
都
民
税
・
特
別
区
民
税
)
非
課
税

または均等割のみの課税世帯

で
妊産婦
がい
る家庭

期
間
=
出
産
予
定
六
か
月
前
か
ら
出
産
後
一
年

申
込
み
方
法
=
区
役
所
区
民
部
管
理
課
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所
へ
母
子

健康手帳と印かんを持参して

申込んで
ください
。

春の定期予防接種

四
月
十
二
日
か
ら
春
の
定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
は
、
(
1
)
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
颶
風

、
二
種
混
合
(
四
月
～
五
月
)
　
(

2
)
小
児
マ
ヒ
、
生
ワ
ク
チ
ン
(
四
月
)
　
(
3

)
廠
痘
(
六
月
)
を
行
な
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
一
月
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
骸
当
の
方
に
は
、

通
知
し
ま
す
。
租
痘
は
生
後
六
か
月
か
ら
で
、
済
二
歳
を
す
き
る
と
う
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。
も
う
一
度
通

知番をみて
揩定日等を確めて
く

ださい
。
な
お
通
知
書
の
届
い
て
い
な
い
方

は至急所管の
保洫屏へ
連絡して

ください
。

足立保健所
　八四〇一
五一四一

千住保健所
　八八八
-四二七七

ご
注
意

最近
、区役所職艮
とみせかけ

て
、消火界の点検
、販
売をする

者がいますが
、区役所ではこの

ようなこ
とは行なっておりませ

んので
ご注意ください
。

なお
、ご不審の点がありまし

たら区役所
総務郎災害対策
担当

まで
ご連絡ください
。

5月
1日が納期です

■
固
定
資
産
税
(
一
期
分
)

■
都
市
計
画
税
(
一
期
分
)

■
軽自動車税

足
立
の

史

話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
)

-
-
千
住
大
橋
-

-

勝
山
準
四
郎

今
も
昔
も
足
立
の
表
玄
関
は
千
佳
大
橋
。
そ
の
大
橋
の
歴
史
は
古
い
。
最
初
の
橋
か
か
か
っ
た
の

は
韓
川
家
康
が
江
戸
へ
入
府
し
て
か
ら
四
年
後
の
文
禄
三
年
(
一
五
九
四
)
十
一
月
と
の
こ
と
。
隅

田
川
筋
で
は
最
も
古
く
両
国
橋
は
六
十
年
後
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
長
さ
六
十
六
間
幅
四
間
(
但
し

京
間
)
柱
杭
(
く
い
)
は
マ
キ
(
槇
)
と
あ
る
か
ら
当
時
の
大
工
事
で
あ
る
こ
の
マ
キ
材
は
仙
台
櫨

伊
達
侯
の
寄
進
と
伝
わ
り
「
伽
罹
(
き
や
ら
)
よ
り
も
ま
さ
る
千
佳
の
橋
の
杭
」
の
川
柳
は
「
伽
疆

先
代
萩
」
に
か
ら
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
磑

橋
の
工
事
奉
行
は
伊
奈
備
前
守
忠
次
。
伊
奈
氏
は
後
年
関
(
州
昌
代
と
し
て
幕
府
領
地
の
総
支
配
や

した家柄
。忠次はその初代で利根川・
荒川

の
流路つ
けかえをした冶水土木の大家で
あ

る
。この忠次にとって
も大橋の架橋は難工

事だったと見え熊野権現に断食祈願をして

ようやく完成したという
。

こ
の
た
め
、
橋
の
守
護
神
熊
野
神
社
(
南
千
住
)

の
社
殿
は
、
橋
を
か
け
か
え
る
た
ぴ
に
そ
の
残
材
で
鏤
か
え
る
例
に
な
っ
た
と
の
こ
と
、
余
談
な
が

ら
こ
の
伊
奈
氏
の
ご
子
孫
が
、
大
橋
の
た
も
と
千
住
檎
戸
町
に
現
在
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
も
奇
縁
で

ある
。

木橋の悲しさは
、い
ざ出水となるとその

水勢を防ききれず流失し
たこと
も何度かあ

る
。千住

二
丁
目
永
野
政
重
(
旧
考
録
筆
者
)
か
弘

化
二
年
千
住
神
社
に
奉
額
し
た
「
駅
邑
起
本
暦
代
記
」
に
「
貞
享
甲
子
の
年
官
大
橋
を
修
理
あ
り
し

畤
、
奉
行
飛
弾
守
三
檎
君
の
歌
に
曰
く
、
奥
木
は
し
ら
朽
ち
ぬ
た
め
し
を
大
橋
や
こ
こ
ろ
を
こ
め
て

世
を
わ
た
し
な
ん
」
と
あ
る
も
そ
の
一
例
。
近
く

は
安
政
二
年
十
月
二
日
夜
四
ツ
時
の
安
政
大
地
震
で
「
千
住
大
檎
こ
と
ご
と
く
大
破
」
と
史
料
に
あ

り
、
明
治
十
(
年
七
月
一
日
の
大
洪
水
で
も
流
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
木
俣
(
写
X
)
は
そ
の
翌
年

か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
後
半
か
ら
大
正
時
代
の
大
洪
水
に
は
い
つ
も
ひ
や
ひ
や
さ
せ
な
が

ら
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
き
た
。
昭
和
二
年
岑
現
在
の
鉄
橋
に
変
わ
っ
た
。
長
さ
九
二
・
五
㍍
、
工

費は百四万円
。橋脚
なしの
総アー
チ式で
最

新型を胯った
もので
ある。

近
代
的
構
造
の
美
観
は
格
別
で
あ
る
が
、
広
重
画
く
千
住
大
橋
の
趣
は
こ
の
時
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
鉄
橋
に
変
わ
っ
た
の
で
市
一
(
都
一
)
か
延
長
さ
れ
千
住
四
丁
目
ま
で
開
通
し
た
の

は翌昭和三年で
ある。南千住側から乗りつ

いで
大橋を渡るととたんに特別料金三餓を

払った記憶の
ある方はまだ
多い
ことと思

う。その都一
も今はなく、第二大橋の完成

も間近かなの
を見ると、時の
流れをしみじ

み感じさせられる。

大正末期の千佳大橋

「
保存樹」に指定
苗間戸稲荷の黒松

伊
興
町
本
町
三
二
〇
五
の
、
通
称
苗
関
戸
稲
荷
神
社
境
内
の
「
く
ろ
ま

つ
」
(
写
裏
)
か
、
東
京
都
内
の
名
木
と
し
て
「
保
存
樹
」
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
松
は
、
高
さ
約
二
〇
㍍
、
幹
の
周
囲
二
・
七
㍍
と
い
う
古
木
、
姿

かたちの美しさはバツ
グンで
、

伊興中央町会の会歌や音頭に
も

唄
われるほど伊興の人ぴと自慢

の
タネでし
た。

「
保
存
樹
」
と
い
う
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
『
都
市
の

美
観
風
致
を
維
持
す
る
た
め
の
樹
木
の
保
存
に
関
す
る
法
律
』
と
い
う
お

そ
ろ
し
く
長
い
名
前
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
回
指
定

さ
れ
た
「
く
ろ
ま
つ
」
は
東
京
都
で
二
十
番
目
。
近
く
根
元
に
『
保
存
樹
』

で
あ
る
こ
と
の
高
札
?
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

緑はふやすこと
も必
要
で
す

が、ま
ずへ
ら
さないことの方が

先決
。名誉ある木を大切にしま

しょう。なお、大きな名木
があ

り
ましたら、区の公
園課に
ご相

談ください。

三
代
目
「
き
ぼ
う
号
」
お
目
見
え

環
七
以
北
を
週
二
回
巡
回

移励図書館として、区民のみ

なさまに親しまれている「
き
ぼ

う号」の三
代目
がこのほど誕生

し区内
を巡回してい
ます。

三
十
六
年
に
購
入
し
た
二
代
目
き
ぼ
う
号
は
走
行
距
離
四
万
キ
ロ
、
地

球
を
一
ま
わ
り
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
代目は、二・
五トン積トラ
'

クにワ
ゴンをつ
け、うすい
緑

色にだい
だい色と白色をあしら

っ
た配色のスマ
ート
な車で
す
。

巡
回
す
る
コ
ー
ス
は
、
図
書
館
の
な
い
環
七
以
北
を
、
A
・
B
・
C
・

Dの四コー
スに分け毎週水・
土

曜に午前九時半から午後四時ご

ろ
まで
回ります。貸出し期間を

二週間としていますので、どう
ぞお気軽に
ご利用
ください。

巡回コ
ース

A
コ
ー
ス
(
土
)
=
西
新
井
四
丁
目

こ
ど
も
会
(
西
新
井
四
丁
目
三
七
丿
二
四
吉
田
方
)
↓
第
十
四
出
張
所
↓

第十六出張所↓伊興町大境児童
遊
園
↓
竹
の
塚
第
二
団
地
(
管
理
事
務
所
樸
)

B
コ
ー
ス
(
水
)
=
都
住
下
沼
田
ア
パ
ー
ト
(
集
会
所
前
)
↓
都
住
上
沼

田
ア
パ
ー
ト
(
二
四
号
館
前
)
↓
江
北
六
丁
目
団
地
(
匸
一
号
館
前
)
↓

西
新
井
第
二
団
地
(
一
三
号
館
横
)

↓
西
新
井
第
一
団
地
(
管
理
事
務
所
前
)

C
コ
ー
ス
(
土
)
=
都
営
四
ツ
衣
町
住
宅
(
二
号
館
前
)
↓
東
綾
瀬
公
団

住
宅
(
三
五
号
館
前
)
↓
青
井
四
丁
目
広
場
【
青
井
四
丁
目
】
○
)
↓
都

営
東
鳥
根
住
宅
(
児
童
遊
圜
前
)

D
コ
ー
ス
(
水
)
=
西
保
木
閧
第
(
都
住
内
(
西
保
木
閧
三
丁
目
一
七
、

五
号
棟
檎
)
↓
第
十
七
出
張
所
分
室

↓
花
畑
公
団
住
宅
(
管
理
事
務
所
攅
)

↓
都
住
花
畑
第
三
ア
パ
ー
ト
(
一
〇
号
館
前
)
↓
第
十
七
出
張
所
↓

都
住
中
川
第
一
団
地
(
六
木
保
育
闘
裏
)

あなたの体力は……
体力テストをどうぞ

区
教
育
委
員
会

で
は
、
区
民
の
み

な
さ
ん
の
健
康
管

理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
「
体
力
テ
ス
ト
」

を
行
な
っ
て
い
ま

す
。とし

の
創
に
階

段
を
登
る
と
疲
れ

や
す
い
と
か
、
息
切
れ
が
す
る
と
か

こ
ん
な
方
は
、
運
助
不
足
の
た
め
、

からだが年伽以

上に衰えてい
る

のか
も知れません
。

あなたも体力をためしてみま

せんか
。
日
時
-
四
月
二
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
の

間
に
会
場
へ
(
雨
天
で
も
行
な
い
ま
す
。
)

会
場
-
区
立
溯
江
小
学
校
体
育
館

八八四
-一
四一
六～七

(
交
通
機
関
-
東
武
線
竹
の
塚
駅
下
車
徒
歩
七
分
)

参
加
賢
格
-
区
内
に
住
ひ
方
(
在
・
動
・
在
学
を
含
ひ
)
で
、
年
齢
二
十

歳
ヱ
(
十
歳
の
方

テ
ス
ト
種
目
-
(
1
)
閉
眼
片
足
立
ち
(

2
)
反
復
檎
と
ぴ
(
3
)
垂
直
と
ぴ
(
4

)

ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
(
5
)
仰
臥
(
が
)
上
体
お
こ
し

(
6
)
立
位
体
前
屈
(
7
)
踏
台
昇
降
(

8
)
参
力
(
9
)
急
歩
(
男
-
一
五
〇
〇
㍍
女
-
一
〇
〇
〇

㍍
)
　
※
血
圧
測
定
、
脈
搏
測
定
　

定
員
-
四
月
五
日
か
ら
受
付
け
、
定
員
二
〇
〇
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
　

申
込
み
先
-
足
立
区
教
育
委
貝
会
体
青
踝
(
千
住
一
丁
目
五
〇
〒
一

二
〇
)
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
記
入
し
郵
送
、

または
、直接体育課へ

※
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
服
装
で
、
運
動
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

告
知
板

■
出演者を募集

区
で
は
、
個
人
対
抗
演
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
る
区
民
芸
能
大
会
を
開
催

します
。次のように出演者を募

集しますので
、ふるって
ご参加

ください
。

開
催
日
時
=
五
月
二
十
日
(
土
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時

開
催
場
所
=
足
立
区
文
化
会
館

出
演
資
格
=
区
民
な
ら
ど
な
た
で
も

募
集
種
目
=
一
、
恥
の
郎
(
日
舞
・
洋
舞
な
ど
)
　
二
、
歌
の
部
(
民

謡
・
歌
謡
曲
な
ど
)
　
三
、
新
足
立
音
頭
の
部
(
踊
)

出
演
時
間
=
一
組
三
分
以
内

申
込
み
方
法
=
部
門
別
申
込
書
(
出
張
所
・
町
会
・
婦
人
会
に
あ
り
ま

す
)
に
記
入
の
う
え
、
『
郵
便
切
手
(
二
十
円
)
を
添
え
て
、
区
役
所

商
工
係
内
(
足
立
区
千
住
一
-
五
〇
)
足
立
区
観
光
協
会
あ
て
お
申

込みください
。

申
込
み
締
切
日
=
四
月
二
十
日

※なお
、出演者は個人
を原則と

しグル
ープの場合は
十五名以

内とします
。ただし
、一
人一

租目にかきります
。

■
梅
田
地
区
、
再
調
査

梅田
地区の住居表示は
、昭和

四十一
年一
月一
日に施行され
、

すで
に七年余
もたちました
。

その
ため
、当時取り付けられ

た街区表示板・
町名表示板など

も変色・
破損等で見にくくなっ

てい
ます
。また
、施行後
、新築

・
改築の家康でいまだに住居表

示
課へ
届出がなく
、表示
板など

が掲示
されてい
ない家屋もあり

ます
。

そこで
、住居
表示の管理業務

を正
確に行なうため
、区の
職貝

がご家庭を訪問して
、表示
板な

どの
破損・
紛失状況を調査い
た

しますので
ご協力くださるよう

お願いいたします
。なお
、調査

期間は五月下
旬までの
予
定で

す
。■胃の集団検診

保
健
所
で
は
、
つ
き
に
よ
り
胄
の
巡
回
集
団
検
診
を
行
な
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。
(
無
料
)

対
象
者
=
区
内
に
住
ん
で
い
る
三
十
五
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
=
足
立
保
健
所
一
四
百
二
十
名
千
生
保
健
所
上
二
百
名

申
込
み
方
法
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
一
話
番

号・
職業およ
びあて名を記入

してつ
きへ

申込み先

◎
足
立
保
健
所
管
内
の
方

〒
匸一〇
足立区中央本町一

-五
圭二
　八四〇一
五一
四

一
足立保健所予防課業務係

◎
千
住
保
健
所
管
内
の
方

〒一
二〇
足立区千住仲町
七

六
　八八八一
四二七七
千

住保健所予防課業
務係

申込み期限
=四月三十日
まで

先着順で
定員に達したら締切り

■
青
少
年
対
策

モニ
ター募集

区
で
は
、
次
の
よ
う
に
青
少
年
対
策
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
-
区
内
に
住
む
二
十
歳
以
上
の
方
で
、
性
別
・
職
業
は
問
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
公
職
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
　

モ
ニ
ター
の
内
容
-
ご
自
分
の
住
ひ
地
域
、
ま
た
は
全
区
的
な
青
少
年

対
策
の
意
見
を
、
毎
月
一
回
原
稿
用
紙
に
八
百
宇
程
度
に
ま
と
め
て
、
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
モ
ニ
タ
ー
の
氏
名
は
、
公
表
し
ま
せ
ん
。

謝
礼
-
年
間
六
千
円
(
税
込
み
)
　

応
募
方
法
-
原
稿
用
紙
に
(
百
宇
程
度
、
区
の
青
少
年
対
策
に
つ
い
て

の
感
想
文
を
一
き
、
裏
面
に
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職
業
・
住
所
・

電話番号を記入して郵送

申
込
み
先
-
足
立
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係
(
足
立
区
千
住
一
丁
目
5
0
)

締
切
日
-
四
月
十
七
日
(
月
)

■
鼓
笛
隊
・
合
唱
団
員
募
集

区
で
は
、
児
童
の
課
外
勲
の
一
つ
と
し
て
、
足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
、

合
唱
団
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
隊
・
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
-
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
区
内
小
学
校
四
年
生
で

音楽に関心のある児童

募
集
人
員
-
鼓
笛
隊
・
人
十
名
合
唱
団
上
(
十
名

申
込
み
方
法
-
通
学
し
て
い
る
校
長
の
承
認
を
得
て
、
区
教
青
委
貝
会

青
少
年
係
へ
(
申
込
み
者
は
、
児
重
の
保
護
者
と
し
ま
す
)

申
込
み
期
限
-
四
月
十
五
日
(
土
)
　
隊
・
団
員
の
決
定
1
応
募
者
が
定

員
を
こ
え
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
　

抽
選
日
-
四
月
二
十
(
日
(
金
)

■
狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼い犬の登録

区と足立・
千
住保健所で
は、

四十七年度第一
回目の狂犬病予

痢注射と飼い犬の
登録を行ない

ます。お近くの
会場でお受けく

ださい。時間はい
ずれも午前九

時三
十分から午後〇畤三十分ま

で
。な气
午前九時ごろ
隋天の

時
は
中
止
に
な
り
ま
す
の
で
、
振
替
日
(
本
文
カ
ッ
コ
内
の
日
付
)
に
お

いで
ください。

日
時と場所

▽
十
日
(
月
)
東
硬
瀬
出
張
所
・
柳
野
稲
荷
神
社
(
佐
野
町
)
・
千
住
大

川
町
公
園
(
五
月
(
日
)
▽
十
】
日
(
火
)
第
三
出
張
所
裏
千
住
神
社

・
北
野
神
社
(
北
鹿
扉
町
)
・
第
十
(
出
張
所
(
九
日
)
▽
十
二
日
(
水

)
膺
徳
寺
(
北
鹿
浜
野
口
幼
稚
園
)
・
東
和
保
健
相
談
所
・
柳
原
神
社
(
十

日
)
▽
十
三
日
(
木
)
足
立
区
役
所
'
第
十
三
出
涓
所
・
第
二
十
出
彊

所
(
十
一
日
)
▽
十
四
日
(
龠
)
三
嶋
神
社
(
本
木
五
丁
目
)
・
第
四

出
張
所
・
第
十
二
出
張
所
(
十
こ
日
)
　
▽
十
七
日
(
月
)
東
栗
原
出
現
所

・
第
十
九
出
張
所
(
十
五
日
)
▽
十
(
日
(
火
)
第
十
四
出
張
所
・
第

十
五
出
張
所
(
十
六
日
)
▽
十
九
臼
(
水
)
第
十
六
出
張
所
・
第
七
出

張
所
(
十
七
口
)
▽
二
十
日
(
木
)
興
野
町
公
民
館
・
鳥
根
鷲
神
社
(
十
(

日
)
▽
二
十
一
日
(
金
)
第
六
出
張
所
隣
足
立
児
童
遊
園
・
第
十
七

出
張
所
隣
不
助
院
(
十
九
日
)
▽
二
十
四
日
(
月
)
西
保
木
聞
氷
川
神

社
・
つ
り
剔
伊
興
園
(
二
十
二
日
)
　
▽
二
十
五
日
(
火
)
濔
七
陸
橋
下
　

(
酉
新
井
警
察
署
前
)
・
区
役
所
第
二
庁
舎
(
二
十
三
日
)
▽
二
十
六

日
(
水
)
梅
田
赤
不
動
・
本
木
西
氷
川
神
社
(
二
十
四
日
)
▽
二
十
七

日
(
木
)
第
九
出
張
所
・
足
立
保
健
所
(
二
十
五
日
)

登録料三百円
注射手数料三

百円
注射済禀六十円

■
古
い
建
築
物
の
鑑
賞
講
座

日
程
と
テー
マ

○四月十五日
-建築の歴史

○五月二
十日
-建築の種類

○六月十七日
-建築の
様式

○七月十五日
1建築の
細都

会場
-中央図一
館三階ホール

申
込
み
-
四
月
十
三
日
(
木
)
ま
で
に
左
配
へ
電
話
ま
た
は
(
ガ
キ
に

住所・
氏名・
年齢・
職業を記入

の
うえお申込み
ください
。

足
立
区
立
中
央
図
書
館
(
足
立
区
梅
田
七
丁
目
一
三
一
一
)

八四〇
-四
六四六

■月二回発行

新
年
度
か
ら
広
報
の
充
実
を
図
る
た
め
、
「
区
の
お
知
ら
せ
」
を
月
二

回
、
毎
月
五
日
、
二
十
日
発
行
と
し
ま
す
。

な
お
、
世
帯
数
の
増
加
に
伴
い
、
発
行
都
数
を
二
十
万
都
と
し
、
斬
聞

折
込
み
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
聞

を
と
っ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
鈬
に
広
報
ス
タ
ン
ド
の
設
置
を
検
肘
中

で
す
。

■ 職業馴練校生徒追加募集中　4月15日まで　都立足立職業訓練校　605- 6146 Y・200, 00

0


